
1 

 

【足立区地域自立支援協議会くらし部会】会議概要 

会 議 名 令和３年度 第１回  

【足立区地域自立支援協議会くらし部会】 

事 務 局 福祉部 障がい福祉センター 

開催年月日 令和３年１０月６日（水） 

開 催 時 間 午後１時３０分 ～ 午後３時２０分 

開 催 場 所 障がい福祉センター 研修室３ 

出 席 者 

（Web参加）酒井 紀幸 部会長、池田 輝子 委員、高木 光成 委員 

照井 智幸 委員、渕脇 美佐子 委員、阿出川 忍 委員 

三瓶 善衛 委員、鈴木 真理子 委員 

（来場参加）菊池 孝子 委員、芹澤 正博 委員、山田 尚美 委員 

髙橋 俊哉 委員 

欠 席 者 石井 純一 委員 

会 議 次 第 
 

１ 開会 

（１）障がい福祉センター所長挨拶 

（２）委員紹介 

２ 議事 

（１）部会長挨拶 

（２）令和３年度 活動計画について 

（３）講義 

「避難行動要支援者を対象とした水害時個別避難計画について」 

 足立区福祉部 福祉管理課調整担当 大北係長  

３ 事務連絡 

 

資 料 

 

配布資料 

・次第 

・くらし部会委員名簿 

・講義資料 

 

様式第１号（第３条関係） 
【公 開 用】 
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1 開会 

障がい福祉センター所長挨拶 

〇障がい福祉センター所長 本日はお忙し

い中、足立区地域自立支援協議会くらし部

会にご出席いただき誠にありがとうござい

ます。 

ようやく緊急事態宣言が開けてこれから

できることも増えてくるのかなといったと

ころですが、まだまだ毎日のように区内の

小中学校で陽性者が出たという連絡も入っ

ているところです。これからもコロナの感

染防止対策をしっかりやりながらではあり

ますが、いろいろできることをやっていき

たいと思っています。今日はくらし部会と

いうことで、本年度の活動計画そして避難

行動要支援者を対象とした水害時個別避難

計画について、大北係長から現状と進捗に

ついて説明を伺うこととなっています。ど

うぞ活発な議論をお願いしたいと思います。

よろしくお願いいたします。  

 

〇事務局（社会リハビリテーション係長） 

この第 1 回くらし部会は、新型コロナウ

イルス感染症拡大防止の観点から傍聴席を

設けておりませんのでお伝えしておきます。 

続きまして委員の紹介です。お名前をお

呼びいたしますので、挙手をして頂いて所

属とお名前をお願いいたします。 

（司会が呼名し、挙手して所属とお名前を

いただく。） 

 

２ 議事 

（１）部会長挨拶 

〇酒井部会長 足立あかしあ園の酒井です。

今年度も引き続きよろしくお願いいたしま

す。 

昨年度に続いて障がいがある方の地域生

活拠点の課題、災害対策を中心に今年度も

やって参りたいと思っております。これか

らもいろいろな制限があるかと思いますが、

皆様ご協力をお願いいたします。 

 

（２）令和３年度活動計画 

〇酒井部会長 今年度くらし部会の活動計

画書については、事前にお話しし、ご了承い

ただいています。別紙ご覧ください。１番目、

部会の目的としては、区内各事業所、関係団

体の担当者にご参加いただき、障がいのあ

る方が地域でくらし続けるにはどうしたら

よいか、課題を共有し意見交換を図ること

といたします。 

２番目、今年度の重点課題です。足立区の

災害対策を基に、障がいのある方の災害時

における避難の課題と対策について協議さ

せていただきます。具体的な今年度の取り

組み３番として、令和２年度に皆様からい

ただいたアンケート結果をもとに、引き続

き障がいのある方の避難対策について検討

していくことを計画としました。会議につ

いては今日を含めて２回予定しております。

内容につきましては後日ご相談させていた

だきたいと思います。何か活動計画につい

て質問等ございますか。計画については、ご

意見を頂戴しながら進めていきますので皆

様よろしくお願いいたします。 

 それでは、本日の議題であります避難行

動要支援者を対象とした水害時個別避難計

画について、福祉部福祉管理課調整担当大

北係長お願いいたします。 

 

（３）避難行動要支援者を対象とした水害

時個別避難計画について 

〇大北係長 この４月から福祉管理課に異

動してまいりました。避難行動要支援者の

様式第２号（第３条関係） 
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方々の水害時の避難計画について担当して

おります。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 令和元年の台風１９号が去ってから足立

区の中で水害対策を全庁をあげて進めてき

ました。 

私この前災害の部署にいたのですが、そ

の時から要支援者の方々を支えるため令和

２年から本格的に検討を進め、今事業とし

て動いているところです。それらは防災部

署だけではできませんので、庁舎の中の防

災、福祉、衛生、地域支援の４つの部署が連

携して情報共有して進めているところです。 

 まずは２０分から２５分位で今足立区が

進めている事業とこれからさらに広げてい

く事業展開を話した後にオブザーバーの小

川係長から障がい部門の視点で意見をもら

いたいと思います。その後皆様からもご意

見等よろしくお願いいたします。 

 それでは資料１という概要が載せてあり

ます資料の説明をさせていただきます。 

まず、避難行動要支援者、要配慮者という

言葉があります。１番の図で示してありま

すが、要配慮者というと介護認定を受けて

いらっしゃる方や障がいのある方、さらに

はもっと広く配慮が必要というところで、

妊産婦の方、日本語が伝わりにくい外国籍

の方、未就学児の方、ＬＧＢＴＱの方も含め、

あくまで概数ですが、足立区６８万９千人

いる中で要配慮者は２３万４千人程いらっ

しゃいます。避難行動要支援者は要配慮者

のうち、災害時に自分のみでは避難できず、

かつ何かしらの支援を必要とする方、その

方々を避難行動要支援者として足立区では

名簿で管理しています。 

 要介護でいうと３から５に該当する方、

身体障がい者手帳だと１から２級。３級は

条件があります。愛の手帳だと１から２度、

障がい支援区分４から６、それらの該当す

る方を全て、足立区では名簿に記載して管

理しています。その名簿は、民生児童委員の

先生方や警察署にも最新の情報を提供して

います。２万４千人のうち、福祉施設に入所

していたり、長期入院していたりする方に

ついては、その施設の管理者様がいるため

避難行動要支援者から外れます。あくまで

在宅で自分で避難ができない方を対象とし

ています。 

 資料１個別避難計画２番の表をごらんく

ださい。約２万人の計画を一斉に作るとい

うことは難しいので優先区分を５段階に設

けて計画の作成を進めています。まず、荒川

の氾濫を想定して、自宅の浸水のリスク、自

分で避難できるかという自力避難の可否、

支援者の有無、障がい・介護の度合いをＡか

らＥの５つの区分に分けました。これを今

の約２万人の方々に令和２年１１月にお手

紙を送り、半数の約９２００返ってきてい

ます。 

足立区ではまず、Ａに該当する自宅が浸

水する、自分で避難先へ移動できない、 

避難する際に支援者がいない、障がい・介護

度が重い方、こういったＡの方から順に計

画を作成しました。８月末現在で、このＡの

方につきましては概ね計画書ができました。

９月以降に、Ｂの区分、自宅が浸水する、歩

けない、支援者がいないまでは同じなので

すが、障がい・介護の度合いにより、ＡとＢ

の違いがあります。Ｂの方々の計画作成に

１０月から入っていこうというところです。 

 ではどうやって計画を作るのかが、資料

２になります。 

計画書の進め方は各々の自治体で決まっ

た形があるわけではないです。計画書を作

るように努力しなさいというのが今回国か

らの指示ですけれど、足立区では、区の職員
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が避難行動要支援者のところに、計画の作

成について連絡をして、一軒ずつ訪問しま

す。区の職員だけでは普段の状況が詳しく

解らないので、その方のケアマネージャー

や福祉専門職の方々にも協力要請をして一

緒に訪問し、計画書を作成しています。その

ためには、まずは同意が必要です。承諾を得

て始めます。避難で実際に準備するものも

違いますし、要介護５でも歩ける方がいま

すし、４でも歩けない方もいます。数字と紙

を見ただけでは解らないことがありました。

その方が実際避難先まで移動する手段とか、

避難先をどこにするか、全て区が調整して

ケアマネージャーの意見、また、ご本人の意

見を聞いたうえで作成しています。ご協力

いただいたケアマネージャーには報酬をお

支払いしています。他の自治体では、介護サ

ービス事業所に作成を依頼して出来上がっ

たものを区に提出しているところもありま

す。 

 ２番のも進め方の流れをイメージしてい

ただくために出しました。足立区の動き出

しとしては、令和３年７月７日、区内介護事

業所の皆様に一斉メールを送りました。足

立区でこういう事業を始めますとまずはメ

ールで知っていただき、その翌日、優先区分

Ａの８７名の方と関わりがある事業者へお

手紙を送りました。あなたの関わっている

方の計画書を作成したいのでお力を貸して

くださいとの主旨で通知しました。その後、

障がい福祉課含めて事業所の方に電話をし

て、個別に電話で協力依頼し、３段階で周知

しました。 

7 月の中旬から区の職員２名と担当のケ

アマネジャーの基本３名で、実際に要支援

者宅を訪ねてご意見を聞き、様子を確認し

ながら計画書を作成しているところです。

コロナ禍でありますが、台風１９号の際ど

うしたとか、ご本人、ご家族の意見を聞くと

1回 1時間位かかります。その場で計画書が

できるわけではなく、持ち帰って資料３の

ような 1 冊の個別の計画書にします。これ

をご本人、家から避難先に移送してくださ

る方、必要時避難先でケアする人に、台風が

来ると解った際にこれをお渡しするのでは

なく、平時からお渡しして共有します。 

資料２の３、要支援者宅訪問確認イメー

ジをご覧ください。障がい区分６の方につ

いては、障がい福祉課の職員２名で訪問し

ます。また、障がいのある方は区の援護係の

職員が２名で訪問して計画書を作成してい

きました。水害が発生する際に逃げていた

だきたい、避難の計画書を作りたい旨を話

しました。家族構成については事前に確認

し、ご本人ご家族の状況を聞きながら一人

ひとり作成していきます。８７名のうち令

和２年１１月にお手紙を送って返ってきた

返事を振り分け、８７名へまわろうとした

際確認したところ、うち１６名は半年のう

ちに施設入所や長期入院されて退院の見込

みがない方、お亡くなりになられた方が２

名、訪問後に何日かしてお亡くなりになら

れた方が 1 名で、８７名のうち１９名は計

画から対象外となりました。半年たってか

ら確認をしたこともあります。障がい、介護

度が重い方ですと状態の変化が激しいと確

認しました。 

今回まわった中で、そもそも逃げること

をあきらめている方が多くいらっしゃいま

した。たまたま熱海で土石流の報道が流れ

たあたりでしたので、台風がきたらうちは

だめとあきらめている方も多くいらっしゃ

いました。その方達に、逃げていただくため

に情報を取らせていただいています。逃げ

ていただく、気運を高めること、そこがスタ

ートで難しいところでした。ただ、具体的に
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お話する中で、逃げないといけないと意識

を変え、自分のことと捉えていただいたと

ころです。 

優先区分Ａは本当は支援者がいないはず

なので、皆さん単身者ですかというと「実は

夫婦二人です、自分一人では支援者と言え

ないので、支援者がいないと回答しました」

という方が、半数程要介護の方でいらっし

ゃいました。二人で住んでいて、二年前１９

号の時はまだ自分の足腰が動いたので何と

か近くの小学校に逃げた。でも、二年経って

腰が悪くなり、脚があまり良くないため今

避難できるかというと自分一人では要介護

の方を連れて行けないため支援者なしとい

う回答をいただいた方も多くいらっしゃい

ました。要支援者世帯としてその世帯でど

う逃げていただくかということを考えてい

かなければいけないと改めて思ったところ

です。 

今回、避難先に関しましては資料３水害

時個別避難計画書の８ページをご覧くださ

い。この計画書の肝、結局どこに逃げるか、

どうやって逃げるかこの２つです。避難先

はこの８ページの第二次避難所、福祉避難

所といわれる介助が必要な方々が主に行っ

ていただく所です。この中で優先区分Ａの

方々は都立花畑学園をベースとして書いて

いただくことでつなげていきました。令和

２年４月の新しい学校で、障がいをお持ち

の方が通われトイレやエレベーターなど全

てバリアフリーです。それらを考慮してベ

ースにつなげていきました。半分以上の方

が都立花畑学園に避難していただくのです

が、近隣の小学校でも大丈夫という方には

一次避難所として書かせていただきました。 

今回８７名のうち９名の方は、避難所で

は医療行為ができず、少数の区の職員しか

い所がありますので、最初から地元からつ

ながりのある福祉施設や病院等に避難して

いただく。ご家族やケアマネージャーと相

談して直接医療機関、特養の施設等避難す

るために区の職員がまわり受け入れを承諾

していただいたケースもあります。たとえ

ば、特養のほうですと、普段からデイサービ

スを週に２回利用している場合、その方を

家から連れ出すのに何を持って、どのルー

トで何を使うかは普段からデイサービスの

方が熟知しておりますのでお願いして、お

迎えと受け入れ、何もなくて良かったです

と帰る時に家まで送っていただく。そのあ

たりをお約束して、覚え書きを取らせてい

ただくケースもありました。 

一様に皆さんが避難所に行くのかという

とそうではなく、花畑学園に行く方、小中学

校に行く方、医療機関に避難する方、福祉施

設に行く方、もしくは足立区で縁故等避難

といってますが、区外の知人、親戚の家に行

く方、区内でも浸水しない住まいに行かせ

てもらう方、そういった方もいらっしゃい

ました。計画の肝と言いましたどうやって

移送するのかについて、どうしても自分で

避難できない方については、区で民間の救

急事業者に家から避難先まで移送していた

だく契約を結びました。 

今年、優先区分Ａの方々につきましては、

あらかじめ自家用車で逃げるのか、民間救

急事業者が出たりするのかについても計画

書に落とし込んでいます。何もなければお

そらく２日位で、家まで送り届けていただ

くという計画書を作っています。それが優

先区分Ａの８７名の方です。 

次に、資料１で優先区分Ｂと４９８名の

方、こちらの方々にこの１０月から入って

いきます。まずは４９８名の半分、２５０名

位を令和３年度中に作成したいと予定を立

てています。何とか１２月までに１００件、
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1から３月で１００件程まわり、計２００件

から２５０件を令和３年度中に作成したい

と考えています。 

先週月曜日に通知を発送して優先区分Ａ

のように、あなたの事業所で関わっている

方の計画書を作成したいので協力してくだ

さい。後で通知しますというお手紙を出し

ました。 

まだ返事が返ってきていない約 1 万件、

その方々に再アプローチします。１０月下

旬から１１月上旬位に水害時の計画書を作

るために必要ですからお手紙を出してくだ

さいと再勧奨します。その方々もＡからＥ

に区分で分類し、Ａになる方であれば真っ

先に計画書が必要です。今年作れば来年の

台風に備えて、区職員が訪問して計画書を

作っていくことで進めています。 

最後に、実際にまわらせていただいた、ケ

アマネージャーが一緒に入っている介護事

業所の方からも、一昨年台風１９号の際は

こういった計画書もなかったので、自分が

関わっている利用者さんには、ただただ、自

分が心配して連絡する位しかできなかった。

こういったものが具体的にできれば、これ

に基づいて避難するために、連絡を入れた

り、日頃から話をしたりできるので、具体的

になって良かったというご意見をいただき

ました。計画書ができてよりどころができ

た。こういったものを一緒に考えてくれる

のはありがたいなどいろいろな意見をいた

だいたところです。 

まだ優先区分Ⅽ以降どう進めていくか検

討中ではありますが、まずは対面でお顔を

合わせながら計画書を作成していく方向で

進めています。まだまだ、この事業も走り出

したばかりですので、事業所の皆様ですと

か、自立支援協議会の方々に情報共有させ

ていただき、足立区の事業を広げ知ってい

ただきながら、必ずどこかで皆さんと関わ

っていく計画ですので、これからも引き続

き進めてまいります。まだこれからどうい

った連携があるとか、具体的に動き出して

いきますけれど、そういった際にはよろし

くお願いしたいと思います。私からは以上

です。オブザーバーから意見、補足等あれば

お願いします。 

〇オブザーバー（虐待防止・権利擁護係長）  

大北係長から説明がありましたが、これ

は昨年度より区役所の中で半年近く議論し

てきたところです。その到達した優先区分

Ａからやりましょうということで、始め関

係者が集まり、いろいろ議論した時には、軽

度の人はどうするのか、重度の人でもいろ

いろな方がいるでしょう。議論が錯綜しま

した。結局どこから始めるのかが曖昧にな

った経緯がありました。やはり、まず、始め

てみる、手を付けてみることが大切という

ことで絞っていったのが現状の形になって

います。 

我々は、軽度の人、優先区分Ａに入らない

人が別にどうでもと思っているわけではな

く、最終的にどういう形になるか分からな

いけれども、何らかの形で支援が必要な方

がいらっしゃるというのは十分認識してい

ます。しかし、どこからか手をつけ始めなく

てはいけないということで、今回のやり方

で始めているのが実情です。特に精神障が

いの方とかは、状況が安定せず軽くなった

り、重くなったりいろいろあると思います。

障がい特性で難しい方がいらっしゃるとい

うことを重々承知しています。何らかの形

で区が直接やるかどうかは別として、関わ

っていかれればと思います。 

この計画は、障がいのある方の場合、各援

護係が区分調査をしているので、全員把握

している現状です。今までのところは、障が
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いサービスを優先されている方に関しては、

障がい福祉課援護係が中心になって、調査

をし計画を立てているところです。 

台風は 1 週間位前になるとあやしいとい

うことが分かって、日を追うごとに進路が

分かりますが、雨が降って動きが取れなく

なってから避難するのでは遅いです。いつ

のタイミングで、誰が誰に避難所に行く連

絡をするのか。障がいのある場合は基本的

に障がい援護係がやるというふうに考えて

います。単身者は、自分で電話を受け取れる

だろうか、それともご家族だろうか、みたい

な次の課題が出てきます。そして、避難する

ための準備は誰がするのか。自分でやるの

か、家族ができるのか。ヘルパーにお願いす

るのか。避難した先で、医療的ケアのある人、

医療的ケアがないまでも、おむつ交換、水分

補給は誰が支援するのだろうかというのが

次の課題です。 

台風が行き過ぎました。そろそろ家に戻

れます。でも、家に戻るタイミングですぐに

ヘルパーが入らなければいけない場合、ヘ

ルパーを断わる、開始するなどについては

誰がやるのかなど役割分担を考えなくては

いけない。改めて、特に戻ってからヘルパー

を開するというのは計画を作り始めた時に

はあまり視野の中にはなかった。これから

優先区分Ｂとか、改めて優先区分Ａの人へ

の調査面接をしていく中で新たな気づきが

出てくるだろうと考えています。 

これからは、障がいの分野も障がい福祉

課でまわるというよりは、区として全体的

に福祉管理課と協力しながらまわっていく

ことになります。どこが取り仕切ってどこ

が取りまとめるかがぶれてしまうと責任の

所在が分からなくなってしまうので、基本

的に、福祉部の中で全体的に管理していこ

うと話を進めているところです。私が気づ

いたところは以上です。 

 

〇事務局（生活体験係長） ここからは質疑

応答、意見交換の時間とさせていただきま

す。よろしいでしょうか。お名前をおっしゃ

ってからご発言をお願いします。 

 

〇酒井部会長 今の説明及び補足説明を含

めて何か皆様からご質問、ご意見ございま

すか。分かりやすいように挙手とかでお願

いします。 

〇鈴木委員 資料３の８ページ、福祉避難

所のところですが、二次避難所として都立

花畑学園から都立足立特別支援学校までの

この６つしか選べないということでしょう

か。 

〇酒井部会長 私も合わせてご意見聞かせ

ていただきたいのですが、我々も福祉避難

所の立場として分からないので合わせて説

明をお願いします。 

〇大北係長 説明が不足して申し訳ありま

せんでした。今日来ていただいている方の

中にも、一避難所として足立区と協定を結 

んでいるところもおありです。実は震災を

想定すると７０か所以上福祉避難所、二次

避難所があります。ただ、水害の際には、本

来の浸水のリスクから、まずは福祉施設で

特養の方などについては、利用者さんの対

応もあります。そういった所を二次避難所

です、ここを開設しますと言ってしまうと、

そもそも施設の対応もありながら誰が担う

のかわからないと混乱を起こしてしまいま

す。水害時に関しては、まずは絞らせていた

だいて、水害時の福祉避難所の立ち上げを

足立区では考えています。なのでこの６か

所にプラス一次避難所も立ち上げますけれ

ど、二次避難所としては配慮が必要な方、足

立区の職員をそこに注力したいので、あし
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すとも含めて、水害時の二次避難所として

今のところ６か所想定しています。 

〇酒井部会長 そうすると、今現状二次避

難所で登録している施設については、あく

まで同時に開設をしないという対応なので

すか。 

〇大北係長 区の方から、二次避難所とし

て開設してくださいという要請はしないと

いうことです。 

〇酒井部会長 引き続きですが、逆に利用

者の方から施設で避難したいと言われた場

合はどのように回答すればよろしいですか。 

〇大北係長 区のホームページに載せたり

はしないということだけです。ただ、普段利

用されている方が避難したいとか個人的に

きた場合にはお断りはできないと思います

ので、施設の判断で受け入れていただくし

かないと思います。けれど、二次避難所とし

て立ち上げてくださいと、区のホームペー

ジで、たとえばどこの施設が二次避難所と

して開設したとかは載せないというところ

です。 

あくまで施設の判断です。施設によって

は２階でも水没する所はその方々を３階に

上げないといけなかったり、事務所関係も

上にあげないといけなかったりしますので、

二次避難所として水害時に避難者を受け入

れてくださいという要請はしないというこ

とでご理解いただければと思います。 

〇酒井部会長 要請はしないと分かったの

ですが、おそらく想定されているのは、特養

とか障がいの分野でいうと施設入所支援の

入所施設を想定されていると思います。日

中の施設で二次避難所を開設しないとなる

と、そこに避難を要請されてもとても開設

が間に合わないと思います。それについて

はどう想定されていますか。 

〇大北係長 足立区で避難所を開設する決

定について、資料３計画書の４ページをご

覧ください。たとえば１０月１２日に台風

が最接近するとそこから逆算した図になっ

ています。１２日に最接近する場合は、その

前日から避難所を開設したり、避難をして

いただきたいと考えています。さらに一日

前、１０月１０日の判断で、明日の何時に二

次避難所、一次避難所を開設して高齢者等

避難の発令を決定したいと考えております。 

一次避難所と二次避難所をできるだけ同

時期に開設したいと思っています。これよ

り前となると台風の進路がどうなるかとい

うところでありますので、区の判断として

はこの二日前などに避難所を開設するとい

う決定だと思います。 

〇酒井部会長 分かりました。先程お話い

ただいた中で、もし土日に重なってくると、

通所の施設は休みだったりしますので、そ

の場で開けられない可能性があるのと、も

う一点は法人施設の判断とおっしゃいまし

たが、本当にそれでいいのかということで

す。 

〇大北係長 一昨年１９号の際にも、区の

方から二次避難所として開設してください

という要請ができなかったということがあ

ります。台風が迫ってきた場合に、近隣の方

が来られて受け入れましたという施設もあ

ります。まだ避難ができる際には、お断りす

るのも一つですが、最接近して危ない緊急

的な避難の際は人道的な面から受け入れて

いただければと思います。一日前であれば、

区の避難所として開設されているのでそち

らをお願いしますと案内していただければ

と思います。 

〇酒井部会長 改めて何か相談できる機会

を設けていただくことは可能でしょうか。

二次避難所の立場とか、利用者、ご家族の意

見を今までも聞いてきたのですが、なかな
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かそれだけでは対応の範疇が難しいと判断

してます。 

〇大北係長 分かりました。もちろん防災

部署とも話をしています。個別の事情もあ

るかと思いますが、今のところオープンに

するのが避難所として二次避難所として開

設することで、またご意見伺いながら相談

させていただければと思いますのでよろし

くお願いします。 

〇酒井部会長 他にご意見のある方いらっ

しゃいますか。 

〇山田委員 先程の話の中で、計画書はご

本人の計画書だと思いますが、家族が書く

と思うんですね。特に高齢の障がいを持っ

た方の親御さんかなりたいへんな作業だと

思います。 

その場合、計画に載っている方一人ひと

りの計画なのか、それともそれが母親だっ

たら母親が避難した後の本人とどうなるか

ということが不安です。現在の状況でそう

いう方はいかがでしょうか。 

〇オブザーバー（虐待防止・権利擁護係長） 

優先区分Ａの調査をする中で、たとえば

一人障がいのある方を誰かが介護しなけれ

ばいけないという場合、それがお一人でこ

とたりるとか、それともお二人、たとえばお

父さんお母さんとご本人という形で休憩し

ながら介護するパターンがあるかと思いま

す。健常のご兄弟がいてその方まで福祉避

難所に行くのか。それともそのご兄弟の方

は、お父さんと一緒に一次避難所でＯＫな

のか。障がいをお持ちの当事者の方が、どれ

位の障がいがあってどれ位の支援が必要な

のか家族４人で福祉避難所に行きましょう

と。あるいはまわされて避難所に行きまし

ょうというような判断をしているところで

す。ご高齢の方は、一緒に避難していただい

て、たとえば花畑学園だったら区の職員に

手伝ってもらえることで大丈夫ならいいで

すし、個別の支援が必要ならば普段、ヘルパ

ーとして入っている事業所に相談をして、

その事業所の方が避難所に行ってやるとい

うやり方もあります。実際、重度訪問介護が

必要な方は４名位その様な契約をして事業

所の方に避難所に行っていただく話も進ん

でいます。 

〇大北係長 要支援者の方お一人だけの計

画ではなく、その世帯で一緒に逃げていた

だく。ご家族の状況によっては、たとえばお

子さんの仕事があるとか、分からなければ

お二人が避難所に逃げて、ご本人が動けれ

ば後から自力で来るとか、その世帯にあっ

た計画にしていくところです。要支援者の

方、あくまで対象者はこの方だけなので、ご

家族、他の方は自分で逃げてくださいとか

ではなく、あくまで、世帯の状況として考え

ていく。花畑学園に避難するのも実際のと

ころ、４５世帯９６名、そのような数になっ

ているのが現状です。 

〇菊池委員 私のところに避難者リストが

何件かきております。一般家庭の方に今私

が聞いているのは、施設にいる方が多いで

す。でも、施設以外の一般家庭の中でその方

達が避難時に小学校か中学校に来ています。

第一次避難所、それしかないと思っていま

す。たとえば、エレベーターが使えなくなっ

たとか、そういう時にはやはりどなたかに

お願いするとか、そういう形になってしま

うのですが。一般家庭の中で要介護者がい

らっしゃるとか。施設の方は施設の中で分

かってらっしゃるからできますが、一般家

庭の中でそういう方がいらっしゃるという

ことお考えになっていますか。 

〇大北係長 今の計画書の対象者は家にい

る方で、居住地からどう逃げていただくか

にしています。たとえば、家の１階に普段か
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らベットを置いて住んでおり、浸水しない

けれど、２階には自分達だけではいけない

という方もいるのでそういった時は、避難

してください民間の救急事業者が行きます

ので逃げましょうと言っています。お話の 

とおり、計画書を作るにも車椅子を使うの

が分かっていて、エレベーターのない学校

につなげてしまうのは、どうかというとこ

ろがあります。エレベーターのある学校に

行くお話をしていきます。 

 どうしても足立区の千住の方が浸水が深

い傾向です。２階にいても、学校によっては

３階も危険な所もありますので、なるべく

河川から離れた所に一緒に逃げましょうと

案内をしています。小中学校は近くの方が

いい面はあるのですが、事前に動けるのが

水害なので、できるだけ河川から離れた、足

立区でいうと北の方の避難所が河川の氾濫

リスクが少ないですし、もしあふれても水

が引くのも早い所もあるので、今一軒一軒

まわった中ではそこも考慮してお話をして

います。なので委員がおっしゃられたとお

り、足立区の中央本町に住んでいるから中

央本町の学校にしか行っちゃいけないと思

っている方が多いので、それも含めて計画

書を作成し、お話をしていかなければと思

います。 

〇池田委員 千住の話が出ましたが、前回

１９号の時、一斉の開放がなかった所もあ

りますが、ご高齢の方達が何処に逃げるか

で、いわゆる要支援要介護者ではない方達

も一般の方達もどこに逃げるかという、よ

り徹底した周知はされているのでしょうか。

千住に逃げてもといわれても使ってしまう

かも。そうした時に千住の荒川内側の方達

が荒川より北に逃げて来られた時に要支援

の方達だけでなく軽度の方達も一般の避難

所に行って入りきれるか素朴な疑問です。

前にホームの方で、私のところではないで

すが、何名かで逃げた時に３か所目でやっ

と入れたという話も聞いた。施設を利用し

ている方もそうですけど、いざ何処に逃げ

るかというところが。相談窓口というか一

括管理してくれるところはあるのですか。 

〇大北係長 問い合わせを受けるとした場

合、おそらく災害部署が一つと、今個別にま

わっている所は福祉管理課に問い合わせも

ありますし、個々に窓口が一本というわけ

ではないです。区の非常事態のことですの

で、区の障がいのほうから連絡するという

ことであれば障がいに聞いていただければ

一緒ですし、福祉管理課に聞いていただい

ても答えとしては一緒です。たとえば、千住

ばかり出して恐縮ですが、千住の避難所に

逃げることはだめということではないです。

ただ、使えるフロアも限られてきますし、ど

うしても４階しか使わないと決めている学

校もあります。前はそれも徹底されておら

ず体育館が１階にあるから１階に避難して

いただいたけれど、それ以降考え方を改め

て、最上階から浸水されないフロアだけを

使っていく。そのために小中学校にも浸水

の絵を掲示し、ここまで水がきますという

ことを避難した方が目にして分かるように

進めています。 

 もちろんご自身で足立区から離れて避難

したり、知人を頼って避難したりしながら、

自宅にとどまれる方はなるべく自宅にとど

まって分散していかないと真に必要な方達

が避難所に来れないということもあります

ので、足立区では、とどまれる方はとどまっ

てください。たとえば、家の９階に住んでい

てわざわざ学校の２階に来るということは

しないでください。1階の方だけ、たとえば

平屋の方全てが足立区の避難所に入れるか

というともちろんそうではありません。絶
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対入りきりませんので、自分達でまずは本

当に必要な人が避難所に来れるように避難

所以外の避難もできるだけ考えてください

と、この２年間防災部署と周知をしている

ところです。 

〇高木委員 とどまれる方はご自宅の方に

とどまってという話があったのですが、テ

レビとかラジオとかで台風がくるというニ

ュースで煽られた際には、本当に９階でこ

こは浸水しないであろうという場所であっ

ても、そこにいることが不安で避難所に行

ってしまう方がいらっしゃると思う。そう

いう方もいるということも考えながら対応

されたほうがよいのではないでしょうか。 

〇大北係長 たとえば、受付で私はどこに

避難していますと、必ず避難者カードを書

いていただくのですが、９階たとえば、９〇

何と書いたので受付の方が、あなた、９階だ

からここには来ないでとは言わないです。

精神的な不安から避難して来られたり、誰

かと一緒にいたいというのは人のさがです

ので、否定するものでもないので。結局氾濫

した場合は学校に避難しても変わりない。

とどまれる方はというところを言っていま

すけれど、避難することを否定するわけで

はないです。そこは誤解のないように進め

ていきたいと思います。 

〇高木委員 計画書を作ってシュミレーシ

ョンされる中で、何処かの時点で本格的な

これに対処した避難訓練をこの先の考えの

中にあるのでしょうか。 

〇大北係長 実のところ、計画はもちろん

できつつありますが、訓練実施にまで今至

れていないのが現状です。要介護の方でい

いますと、今区では、普段からつながりがあ

るケアマネージャーから連絡伝達をしてい

ただくというのを行動開始のスタートにし

ています。その方法でいけるのかというこ

とについては検討したり、毎年確認したり

ということが必要になってきます。必ずこ

れらは確認しないといけないので検証して

いきたいと思っています。ケアマネージャ

ーから伝える方法が電話を取れる方は電話

で、電話を取れない方は私が訪問しますと

言ってくださるケアマネージャーがいます。

一人で家で寝たきりで、電話が取りにくい

ので区から情報が出たら自分が行って直接

伝えるという計画の方もいます。情報の受

け取り方は世帯まちまちですので、実効性

のある計画となるように計画の段階からき

ちんと作っていかないとというところです。 

〇酒井部会長 皆さんの事業所の対象は障

がいなので、ケアマネージャーがついてい

るのはほぼないかと思います。その際、障が

いのある方の場合はどうなるのでしょうか。 

〇大北係長 障がいだけの方、優先区分Ａ

の方で障がい支援区分６の方については、

障がい援護係の方から直接いきます。今回

優先区分Ｂの方については、たとえば要介

護３でかつ身障手帳 1 級を持ってらっしゃ

るとか、複合的な方がＢに多いです。ケアマ

ネージャーを第一に考えていますが、ご本

人の意見も聞きながら、区から直接連絡す

るという方も出てくると思います。 

〇酒井部会長 ２点の質問でまず、計画書

を作成する優先区分Ａの数字ですが、障が

い支援区分５、６の方が区内にどの位の人

数いらっしゃって、そのうち何名区分Ａと

判定されているのか。おそらく、この区分Ａ

は全体の要配慮者の中の数字だと思うが障

がい区分のところで実際の数字が分かれば。 

先程、二次避難所での話が出ていたがお

そらく避難する人数によっては介助者が明

らかに足りなくなるのは想定できると思う。

その点についての計画はどのように立てら

れているのでしょうか。 
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〇大北係長 障がい支援区分については、

手元に資料がないのですみません。資料３

計画書の１ページに要介護３から５は 1 万

４千人いらっしゃいます。４月１２日の数

字を示してありますので見ていただければ

と思います。 

二次避難所の運営につきましては、小中

学校ですと区職員、学校関係者、地域町会・

自治会の避難所運営に携わる方、三者が連

携してやります。区職員も一班４人で二班

で８人、小中学校に配置します。花畑学園で

すと、区職員も一班２０名プラス保健師も

入る。他の避難所より手厚くしています。た

だ、普段事務職で働いている職員も多くい

ますし、ケアという部分ではなかなか知識・

技術がないところもありますので、区職員

だけでいいのか。専門職の資格を持った方

のケアが必要ではないのかというところは

今、防災部門と一緒に外部の力を借りれな

いかと検討しています。 

〇酒井部会長 千住の方は分かりました。

二次避難所の想定のところでは、２３００

人、障がい支援区分４から６の方がいらっ

しゃいます。浸水地域にいる方がほとんど

になってくるかと思います。それくらいの

キャパシティをまず受け入れるとなると、

相当の介護者の手は必要と想定します。入

所施設が民間施設でも区内事業所であれば

４０から６０名位の規模で相当な職員を抱

えるので、これが成人となってくると結構

たいへんな人手になるかと思いますがいか

がでしょうか。 

〇大北係長 避難所に逃れてきて、避難先

で体調を崩されたり、極論お亡くなりにな

ることがないようにしないといけない。区

職員ができないことも。必要なケアや、配慮

が必要なところについては、区の保健師だ

けでいいのかと考えなければいけない。二

次避難所として、注力して立ち上げる以上、

そこでお亡くなりになることがないように。

短くても２泊３日は避難所にとどまらない

といけない想定でいます。その時に乗り切

れるかつ必要なケアをできるということで

考えていきたいと思います。 

〇酒井部会長 今保健師ということでおっ

しゃられてましたが、当然医療的ケアが必

要な方も避難されると思います。看護師の

配置は考えていないのですか。 

〇大北係長 今のところ、そこまでいかれ

てないというのが現状です。花畑学園で、例

をあげますと、施設側の都職員、先生方に協

力いただくところはありますが、運営に実

際携わるのは区職員と区保健師です。かつ

家族が対応できる方は家族に協力を得るの

が今のところ二次避難所での現状になりま

す。 

〇酒井部会長 おそらく、障がいのある方 

のご家族の方で、医療的ケアのある方が知

りたいのは、処置を誰かやっていただける

方がいるのかというところだと思います。

今の段階ですといないという形になるかと

思いますが。 

〇大北係長 今のところはご家族と保健師

で対応するしかないというところです。 

〇酒井部会長 災害時の場合は、たとえば

保健師でも知識・経験がある方なら処置し

ていいとかはあるのですか。 

〇大北係長 区職員の保健師でも、施設に

勤めていらっしゃる方程普段から接してい

るわけではないので、できることに限界が

あると思います。その方の症状について計

画書があっても難しいのが現状だと思いま

す。 

〇酒井部会長 看護師の配置は是非ともお

願いしたいと思います。関係部署でご検討

いただけないでしょうか。 
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〇大北係長 必ず必要で問われるところな

ので検討したいと思います。次の機会まで

に進展があれば検討状況含めて共有させて

いただきます。 

 

〇事務局（生活体験係長） 後で追加のご質

問がありましたらメールでも電話でもご連

絡ください。 

 

〇酒井部会長 この後施設・事業所に戻っ

て共有されるかと思いますので、ご意見・ご

質問等ありましたら事務局までお願いいた

します。避難計画については終了します。大

北係長ありがとうございました。 

 その他協議・相談したいことはあります

か。前回から一年近くあいていますので、く

らし部会の内容だけでなくこれからのこと

で何かありましたら何でもかまいません。 

〇鈴木委員 昨年までのくらし部会の中で

さまざまな意見が出されていて、令和３年

度から新しい障がい福祉計画が作られたと

思うのですが、緊急一時保護などくらし部

会から出た意見から何か新しく障がい者施

策がプラスされた情報があれば教えてほし

い。 

〇事務局（生活体験係長） 令和元年度地域

生活支援拠点について話し合いをしたこと

を基に緊急一時保護の必要性があげられ、

あいのわさん、あだちの里さんにお受けい

ただく形になりました。今年、地域生活支援

拠点について、あしすとで担当者会議を開

催し、今後拠点をどうしていくか検討する

予定です。 

〇酒井部会長 補足ですが、地域生活支援

拠点のところをくらし部会からあげ、一昨

年４月から足立区で緊急一時保護事業を立

ち上げていただいています。障がいのある

方で緊急保護が必要な方、ショートステイ

等が使えずに保護が必要な方を足立区契約

施設で保護させていただく需要があり、去

年から始めております。対象の受け入れ機

関はあいのわ福祉会とあだちの里です。地

域生活支援拠点自体は今年度の４月から相

談等、緊急対応等、短期入所の３つのカテゴ

リーで実施しています。それぞれの分野で

各事業所と契約していらっしゃって緊急の

相談だけはあだちの里、あいのわのほうで

窓口で対応、緊急保護であれば同様に事業

所と登録し事業を始めています。どこまで

発信されているか私も把握していませんの

で申し訳ないです。みなさんにご意見いた

だいたところで、今年度から地域生活支援

拠点が実際に運営されております。先程笹

原さんから話があった担当者会議がすでに

始まり、各々の事業所から出席していただ

いています。 

 次回くらし部会開催は１２月に予定され

ていますが、何かありましたら事務局のほ

うにご連絡をお願いいたします。 

 

３ 事務連絡 

〇事務局（社会リハビリテーション係長） 

途中音声が乱れ申しわけありませんでした。 

 今年度第２回の開催は１２月１６日木曜

日を予定しております。開催方法は、状況を

みて決定します。 

以上をもちまして足立区自立支援協議会

くらし部会第１回を終了いたします。お忙

しい中ご出席いただきありがとうございま

した。 

                 以上 

 

 

 

 

 


